
CONTENTS

序　 なぜ今、150年前の科学雑誌 を読むのか（本書の目的）

人 類 の共 有 財 産 としてのnature 10

創 刊後 すぐに 日 本 を 特 集 11

博 物学 の熱 狂 が残 るイギリス 12

150 年 前 のSNS 14

科 学 者 の 恰 好 良 さと は 15

科 学 と社 会 の 関 係 づ くり を 重 視 16

遠 く離 れ た 時 空 か ら 私 た ち へ の

メ ッセ ー ジ 17

第1章
nature創刊に託された思い
戦争 省 出 身 の 編 集 長 20

雑 誌 の 創 刊 ラッシュ 21

創 刊2 年 で 人 手 に 渡 った 雑 誌 22

nature の キーパ ーソン 、

｢ダーウィンの ブルドッグ｣ 23

X クラブ の 絶 大 な 影 響 力 24

『不 思 議 の国 の アリス』の 貢 献 26

nature と い う 雑 誌 名 と ロ マ ン 主 義 27

巻 頭 言 ハ クス リー に よ る

" ゲ ー テ の ア フォリ ズ ム" 29

創 刊 時 の 価 格､ 広 告､ 読 者 数 35

創 刊 か ら30 年 間 も 赤 字 に 耐 え た 36

一 般 大 衆 を 第 一 読 者 と考 え て い た 37

第2章
ヴィクトリアンの科学論争
雑 誌 の 上 の 公 開 討 論 44

カ ッ コ ウ の 卵 は 何 色? 45

産 む 卵 を 似 せ て 里 親 を だ ま す? 46

ス テ ア ラ ン ド 氏 か ら の 質 問 52

ド レ ッ サ ー 氏 と ス ミ ス 氏 か ら の

痛 烈 な 批 判 53

ニ ュ － ト ン 教 授 の 反 論 55

さらに 別 の 二 人 か ら投 稿 が 59

南 アフリカ の バ ーバ ー 夫 人 60

カッコ ウの 卵 の 色 に 関 する

現 在 の 理 解 64

ヴィクトリア朝 時 代 の 科 学

― カッコウの 卵 の 論 争 か ら 66

愛 好 家 が 参 加 しや す い 科 学 分 野 68



第3章
150年前の科学
I　150 年 前 の 自 然 科 学 の 概 略 72

｢百 科 の 学 問｣ の 時 代 へ 72

歴 史 上 最 も意 味 の ある｢ 空 欄｣ 73

一 人 で 多 分 野 を 手 が けた

科 学 者 た ち 74

立 ち 止 まって 科 学 の｢ 景 色｣ を 見 る 76

エネ ル ギ ー保 存 則 と質 量 保 存 則 77

哲 学 的 教 義 から 始 まっ た 科 学 79

｢記 憶 を 持 っ た鏡｣ 写 真 技 術 80

問 うことすらタブ ーとされ た 、

ダー ウィン の 進 化 論 83

酵 母 菌 と人 間 は 何 か 違 うか 84

150 年 前 の 生 命 の 起 源 問 題 85

顕 微 鏡 の 驚 異 的 な 発 展 と

多 くの 発 見 87

過 去 の 自 然 科 学 との 違 い 88

宗 教 と自 然 科 学 の 対 立 89

自 然 科 学 は 宗 教 に 代 わる 存 在 か 90

自 然 科 学 の 追 究 で 、

人 は 道 徳 的 に 高 めら れる 91

当 時 の 技 術 進 展 に つ い て 92

II　ダー ウィン はど のように

nature に 登 場 し た か 93

『種 の 起 源 』を めぐる大 論 争 94

オー ウェ ンの 執 拗 な 攻 撃 95

nature で の 進 化 論 97

イ ギ リス 人 よ り早 く進 化 論 を

受 け 入 れ た ド イツ 人 98

ド イツ で 政 治 的 な 意 味 を

持 っ た 進 化 論 99

"ドイツは大胆に進歩した" 101

大 衆 に 対 す る 心 地 よ い 反 抗 103

｢ パ ー ティ ー が 開 か れ な い 学 会｣

に 驚 い た 104

科 学 者 た ち の 大 歓 声 の な か で

芽 生 える 危 険 な｢ 適 者 生 存｣ 思 想 105

ウォ レ ス に よ る｢ ダ ー ウィ ニ ズ ム に

対 す る 最 後 の 攻 撃｣ 107

ブ リー 博 士 か ら の 意 味 不 明 な 反 応 111

ダ ー ウィン か ら の｢ 最 後 の 一 撃｣ 112

｢ あ な た の" 粉 砕 記 事" を

無 限 の 満 足 感 で 読 ん だ｣ 113

説 教 を 禁 止 さ れ た

ダ ー ウィニ ア ン 聖 職 者 115

ダ ー ウィン､nature 読 者 に

呼 び か け る 116

III　ヴ ィクト リ ア 朝 時 代 の 華 麗 な

科 学 者 テ ィン ダ ル 119

沈 ん だ 太 陽 の 上 空 に 広 が る 光 景 120

nature が 伝 え た

華 麗 な デ モ ン スト レ ー シ ョ ン 122

自 作 の 装 置 で｢ 自 然 発 生 説｣ を

否 定 124

第4章
なぜ国が科学にお金を出すのか

並 外れてい た｢ 科 学 改 革｣ へ の熱 意 128

学 習 する貴 族 は 富 の 貴 族 の3 倍 129

｢わ れわ れ は 世 界 第 一 位 の 地 位 を

失 い､ 失 速して いる｣ 131

｢趣 味 の 研 究 に 公 的 資 金 を

支 出 することは 道 徳 に 反 する｣ 132

科 学 は｢ 気 高 くや ってきた｣ 134

｢科学 は政 府 から

独 立してい る べきだ｣ 135

｢科学 的 労 力 の 結 果 は 納 税 者 が

支 払う以 上 の 利 益 を もたらす｣ 136

基 礎 科 学 にこそ国 の支 援 が 必 要 138

科 学 者 の 自発 的 エ ネ ルギ ー を

引 き 出 す 支 援 とは 140

ロッキャー が 導 い た

｢デ ヴォン シ ャー 公 委 員 会｣ 141

｢研 究 に 没 頭 で きる 環 境 を｣ 143

グ ラッドストン首 相 を 批 判 144

科 学 者 に 政 治 的 結 集 を

呼 び かけ る 145

ウォレ スの 伝 統 的 科 学 観 147

第5 章

女 子 の 高 等 教 育 ―｢壁｣を越えた女子医学生たち―

150 年 前､ 女 性 が 科 学 の 海 に

船 出 し た 150

女 子 教 育 の 権 利 が 認 識 さ れ た 年 151

固 定 化 さ れ た 家 庭 像 152

唯 一 の 例 外 、

ガ ヴァ ネ ス( 家 庭 教 師) 153

ガ ヴァ ネ ス た ち の 憂 鬱 154

学 位 で は な く技 能 証 明 書 が 与 え

られ た｢ 女 性 の た め の 一 般 試 験｣ 156

エ ジ ン バ ラ 婦 人 教 育 協 会 157

女 子 医 学 生 が

エ ジ ン バ ラ 大 学 を 提 訴 159

当 時 のイギリスの 医 師 制 度 160

排 他 的 な医 学 界 162

エ ジ ンバ ラ ・セ ブン 163

エディス・ビ ーチ ーの 奨 学 金 事件 164

ソフィア ・ ジェックス ・

ブ レ ークの 優 秀 さを讃 える 167

｢家 庭 を 守 る女 性 にこそ

医 学 知 識 が 必 要｣ という論 法 168

男 子 学 生 が 女 子 の

解 剖 学 試 験 を 妨 害 170

世 論 に 逆 行 する 大 学 の 決 定 170

貴 族 も女 子 教 育 問 題 に 取 り組 む 172



ソフィア､ スイスで 医 学 博 士 号 取 得 173

つ い に 全 英 科 学 者 の 注 目集 まる 174

人 々 の 心 を 打 っ た

グレイ夫 人 の 主 張 176

ソフィアが ロ ンドン で 女 性 の た め の

医 学 校 を設 立 178

医 師 法 の 性 別 制 限 が 撤 廃 され る 179

そ れで もさらなる 障 壁 が … 180

第6章
チャレンジャー号の

世界一周探検航海

足 元 の 遠 い 世 界 184

近 代 海 洋 学 の 胎 動 184

深 海 に は｢ 生 き た 化 石｣ が

い る の か 185

深 海 に は 地 球 最 初 の 生 命 が

い る の か 186

チ ャレ ン ジ ャ ー 号 探 検 航 海 の 概 要 188

3 年 半 で 地 球3 周 分 の 調 査 航 海 189

帆 で 移 動 し､ 蒸 気 エ ン ジ ン で 探 査  190

チ ャ レ ン ジ ャ ー 号 探 検 航 海 の 成 果 191

出 港 直 後 の

ワイ ビ ル ・ トム ソ ン の 手 記 192

地 面 か ら 飛 び 上 が る よ うな

ドレ ッ ジ の 衝 撃 193

" 極 端 に 希 少 で 美 し い 生 物" を

次 々 に す くい 上 げ る 194

特 別 美 し い 新 種 の 学 名 を

ナ レ ス 艦 長 に 捧 げ る 195

目 は 丸 い 石 灰 質 に

置 き 換 え ら れ て い る 196

隊 員､ ペ ン ギ ン に 噛 み つ か れ る 197

南 極 海 で の 危 険 な 観 測 199

海 底 通 信 ケ ー ブ ル を

敷 くた め に 測 深 202

ナ レ ス 艦 長､ 北 極 探 検 の た め に

呼 び 戻 さ れ る 203

香 港 か ら 再 び 赤 道 ま で 南 下 204

水 温 か ら 海 峡 の 深 さ を 推 測 205

敵 対 の 島､ 友 好 の 島 207

マ リア ナ 海 溝 を 発 見 209

｢ バ チ ビ ウ ス｣ の 正 体 212

日 本 で の" 価 値 あ る 休 息" 213

明 治 天 皇 に 拝 謁 215

日 本 を 出 る 前 に 返 礼 パ ー テ ィー 216

怪 物 級 の オトヒ メノハ ナ ガ サ 216

マ ン ガ ン 団 塊 の 発 見 218

若 い 研 究 者 の 死 219

世 界 中 に 送 ら れ た 貴 重 な 標 本 221

第7章
モースの大森貝塚

大 森 貝 塚 の 発 見 をnature で 報 告 226

大 森 貝 塚 に 関 す る 間 違 っ たレ ビ ュー 231

間 違 っ た 記 事 に すぐ に 反 応 し た

杉 浦 重 剛 233

モ ース の 代 理 投 稿 を し た ダ ー ウィン 234

ダー ウィン は 日 本 の 科 学 の 発 展 を

予 測し た 236

ダーウィンが 最 も注 目した

｢進 化 の 証｣ 238

｢モ ース､ 猛 然 と抗 議 する｣ 240

大 森 貝 塚 か ら出 てきた 人 骨 は

何 を意 味するか 241

日本 人 を愛 したモ ース 242

第8章
nature誌上に見る150年前の日本

I 近 代 化 前 の 日 本 は

外 国 人 に どう映 った のか 246

The Japanese

― 日本 人 に 関 する 特 集 記 事 246

ヨーロッパ から 見 た

維 新 直 後 の 日 本 247

ジェーン ・ アグネ ス・ チェッサ ー 248

日本 の地 理 250

日本人 の 起 源 と家 族 252

仏 教と神 道､ 祖 先 崇 拝 254

日本 には半 神 秘 的 な英 雄 神 が い る 255

皇 室､ 大 名､ 切 腹 257

日本人 は洗 練 され て い る 258

日本に は 科 学 が 存 在 しな い? 260

日 本 人 の 芸 術 的 感 性 262

｢穏 や か に 酒 を 飲 まな い｣ 神 々 264

富 士 登 山 か ら相 撲 まで、

人 々 の 楽し み 265

江 戸 の 活 気 に 満 ちた 賑 わ い 267

II 近 代 化 を 始 め た 日本 271

不 思 議 の 国 か ら

熱 心 に 技 術 を習 得 する 国 へ 271

日 本 の 科 学 技 術 教 育 の はじまり 273

nature 誌 上 に 初 め て 登 場 し た

日本 人 は ひ とりの 留 学 生 274

｢東 洋 の イギリス｣ で

世 界 最 先 端 の工 学 教 育 を 276



なぜ イギリスは 日 本 を

支 援 し た の か 277

岩 倉 使 節 団 が

教 師 の 人 選 を依 頼 278

社 会 発 展 の 原 動 力 は 困 難 に

立 ち 向 か うエ ン ジニ ア であ る 279

日本 で 実 現 させ た

｢理 想 の 工 学 教 育｣ の 夢 280

第 二 次 産 業 革 命 の た め の

工 学 教 育 283

技 術 力 の 発 展 装 置 を

起 動 さ せ た 日 本 284

ダ イ ア ー が 期 待 し た

｢ 世 界 の な か の 日 本｣ 286

付　 録

初 期 のnature に

何 度 も 載
っ

た 日 本 人

南 方 熊 楠 と" ネ ー チュール"

｢東 洋 の 科 学 思 想 の 伝 統｣ を 西 洋 に 伝 え た知 の 巨 人 290

寺 田 寅 彦 と" ネ チュアー"

身 の 回 りの 不 思 議 に 挑 戦 する｢ 寺 田 物 理 学｣ を 受 け入 れ たnature 292


	page1
	page2
	page3
	page4

